
                     

                                            Ｎｏ．１ 

特別の教育課程編成・実施計画        教育委員会提出用 

学校番号 学校名 校長名 提出日 

－ 学校  令和４年 ４月２８日 
令和５年 ３月２３日 

 

外国人児童生徒教育担当者 
日本語指導が必要な 

児童生徒数 

取り出し指導対象 

児童生徒数 

入り込み指導対象 

児童生徒数 

      人      人      人 

【学習段階の表記】初期の前期：Ａ，  初期の後期：Ｂ，  教科につながる学習：Ｃ        ※５月１日現在で記入 

 

 

①サバイバル日本語  

②日本語基礎  

③技能別日本語  

④日本語と教科の統合学習  

⑤教科の補習 

 

 

豊橋市教育委員会 

 

 
学

年 
児童生徒名 国籍 在 留年 

指導 

期間 

取 り 出 し 指 導 学習

段階 

日本語指導 

プログラムの段階 入 り 込 み 指 導 
指導者 

指導補助者 
個人 集団 ① ② ③ ④ ⑤ 

１ １ ヤマダ パウロ ブラジル 0.5 
R4．4

～ 
週４ 週１ A ○ ○     

豊橋花子 

トヨハシタロウ 

２ １ ＃＃ ＃＃＃ ブラジル 1.0 
R4．4

～ 
週５  B  ○ ○ ○   豊橋花子 

３ ２ 

＃＃ ＃＃＃ 

中国 5.0 
R4．4

～ 
週１  C  

 
○ ○ ○ 週２ 豊橋花子 

４ ３ ＃＃ ＃＃＃ 日本 3.5 
R4．4

～ 
 月１ C     ○  

豊橋花子 

トヨハシタロウ 

５ ４ 

＃＃ ＃＃＃ 

ブラジル 0.1 
R4．4

～ 

週１４ 

 A ○ ○   ○ 

 
豊橋花子 

トヨハシタロウ 

６ ４ ＃＃ ＃＃＃ ブラジル 2.3 
R4．4

～ 
週５  

  
○ ○ ○ ○ 

 
豊橋花子 

トヨハシタロウ 

７              
 

 

８ 
 

 

              

９ 
 

 

              

10 
 

 

              

【備考】 

 

記入例 

今年度の 

指導開始 

から記入 

 

・日本国籍、二重国籍は 

「日本」と記入 

・わかる範囲で記入 

 

学校での通称名で可 

 

・指導者は学校の教員 

・指導補助者とは、 

相談員、SA 

 

（例）３年５か月⇒3.5  ４年１か月⇒4.1 

※中学校の進路の際にも必要になります。 

確実に調べて記入してください。 

【依頼元】県 

【対 象】今年度「特別の教育課程」を実施する学校のみ 

（「個別の指導計画」を作成し、取り出し指導を実施する学校） 

【調査時期】年２回（５・３月）※データを送付→紙媒体で提出 

※令和２年度以降の５月１日現在における特別の教育課程の指導計画書については、毎年４月に調査依 

頼する「日本語教育が必要な児童生徒に関する調査」の際に提出していただくことを予定しています。 

※市に提出していたものを県に提出します。 

指導が終了した場合や転

出等の場合には、見え消

しにする 

【学習段階】は、「日本語の能力に応じた 

指導プログラム例」（文部科学省 日本語 

指導が必要な児童生徒を対象とした指導 

の在り方に関する検討会議作成）を参考 

にする。 

「JSL 評価参照枠」の 

・ステージ１の段階・・・「A」 

・ステージ２～３の前半の段階・・・「B」 

・ステージ３の後半～６の段階・・・「Ｃ」 

と記入する。 

 

 

月に１単位時間程度の取り出

し指導でも、「特別の教育課

程」を編成して指導を行う。 

 


